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 資料①  赤ちゃん訪問カード・訪問時の確認事項（母子保健推進員・児童委員共用）  

T保健センターよリ  

住  所  

連絡先循L  

赤ちやんの氏名（ふりがな）   
（  ）   

生年月日一性別  平 成  年  月  日   男  女   

生まれた時の体重  g   

母の名前・年齢   （  歳 ）   

☆保健師から訪問の方へ☆  

訪問時の確認事項   

子どもの名前 （男一女）  出生体重  g  日  生  

ロ1か月児健診を受けたことを確認したか。  

□ 栄養方法を確認したか。（母乳・ミルク・混合）  

ロ お母さんの体調を確認したか。   

（特に変わりない■出血が続く・意味なく気分が落ち込む・イライラする・貧血・血圧高め・尿（糖・蛋白）  

むくみ・その他（  ）  

ロ 子どもの健診、育児相談は各保健センターで行っていることを伝えたか。  

□ 健診、育児相談のお知らせが1か月前に届くことを伝えたか。  

□ 生後3か月からBCGの予防接種を受けることができることを伝えたか。  

■訪問者の記録  

訪問日  平成  年  月  日   

訪問者  母子保健推進員／民生児童委員：氏名  連絡先罷L：   

1か月健診の様子  受けた  ／  受けない   

（例）母乳をよく飲む元気な赤ちやんだった   

訪問時の赤ちやんの様子  

（例）ぐずることが多く疲れていた、楽しそうに育児していた   

訪問時のお母さんの様子  

栄養方法  母 乳      混 合 ・ ミルク   

お母さんの心身  産 後   
特に変わりない・出血が続く・意味なく気分が落ち込む・イライラする   

の様子  
貧血・血圧高め・尿（糖・蛋白）・むくみ・その他（  ）   

今まで健診以外で   はい（  
）   

病院に行きましたか？   いいえ   

その他お母さんの心配事  

訪問者の感じたこと  

（その他）   



こんにちは赤ちゃん事業訪問連絡票（主任児童委員・民生児童委員） 資料②  

☆00町 こんにち勝赤ちゃん事業☆  

i垂 給 養   

訊誕生訊仇で亡うござい手す。   

00町では、赤ちゃんが誕生したこ家庭に、地域の主任児童委員・民生児童委員が訪問して、  

地域の子育て支援情報をお届けする「こんにちは赤ちやん事業」を行っています。お伺いする時の   

参考になりますので、下記太枠内にこ記入ください。  

この情報を担当の民生児童委員に提供することに同意します。  

平成  年  月   Elお名前  （絵柄   ）  

☆00町 こんにち惇赤ちゃん事業☆  

書方問i垂路用紙  

訪問旧平成年 月 児氏名81購   

訪問時の赤ちゃんの様子  

例）母乳をよく飲む元気な  

赤ちゃんだった  

訪問時のお母さんの様子  

例）・楽しそうに育児をして  

いた  

・ぐずることが多く疲れ  

ている様子  

今まで健診以外で病院に  

行きましたか？  

（赤ちゃん・お母さん）   いいえ   

モの他心配事、おかあさ  

んから相談を受けたこと  

（保健センターに知らせて  

おきたいことがあれば、記  

入してください）  

※不在の場合は言方間日時  

のみ記入  

担当者：【   



同一市町村で職種別）  （母子保健推進員   A訪問指導記録票（助産師・保健師） B訪問記録票  

B こんにちは赤ちやん訪問記録票（太枠内のみ記入）様式2  Aこんにちは赤ちやん訪問指導記録票（助産師・保健師）  

父の名前  （ 歳）職業  

ふりがな 児の氏名  平成  年 月 日生（第 子）  母の名前  （ 歳）職業  

自宅  電話   （ ）  

里帰り先  電話   （ ）  

有・無  家族構成  
育児の相談者  有・無  

住居の状況（アパートマンション・借家・公営住宅・一戸建て）   

養育環境  

出生病院  病院  

出生時  
の状況  なし・あり（仮死・黄痘・チアノーゼ・けいれん・嘔吐・先天奇形・その他）  

治療    処置  なし・あり（保育器使用 酸素使用 光線療法 その他）  

†ケ月健診平成  年  月  日（生後  日）  g（ 〆日増） ・未受診  

訪問日 平成  年  月  日（生後  日）  g（ g／日増）  

母乳分泌  良・不良 乳房の状態（  
母乳のみ ・  
母乳  

ミルク  

良・不良  
回／日  

混合 ・ 人工  
・ 回／日  

mlx  回／日  

栄養   

哺乳力  
便回数  
機嫌  
大泉門  
凝視  
貴痘  
向き癖  
湿疹  
臍部異常  
筋緊張  

子宮復古   良  
悪露の性状 （  

良
 
 

不
 
 栄養状態   良・不良  

休養の状態  良・不良  
母の心理状態、その他因っていること  

良
 
 

良
 
 

不
閉
有
有
有
有
有
不
 
 

良
闇
無
無
無
無
無
良
 
 

■tr  

四肢運動 良・不良  
開脚制限  
l発育・発達  

2 栄養（母乳・ミルク）について  
3 皮膚の手入れ（湿疹など）  
4 排泄（便秘・下痢）  

5 抱き方・寝かせ方  
6 外気浴・生活リズム  

7 事故防止  

8 衣類の調節  
9 予防接種について  
10健康診査について  
11市の事業紹介・サービス説明  
12その他  

1母乳分泌について  

2育児環境（家族などの協力）  
3家族計画  
4母子手帳の活用  

育児情報の提供（相談場所・遊び場）  

継続フォローの必要性  
現在治療中の事柄  無  有（  

継続フォロト一理由  児の身体上の問題（  
育児環境上の問題  一育児不安 ・養育者の疾患 その他（  

フォローの方法   
地区担当・健康相談・訪問・乳幼児健康相談・4ケ月健診・関係機関連絡・医療機関治療中  訪問者  母子保健推進員（  ）   

電話メモ  担当（   
電話日   月  日   
訪問予定日 月 日  

）備考  



資料④  訪問者（保健師・保育士・母子保健推進員）  子育てアンケートと報告書併用例  

赤モうやんのご吉延生おめでとうござし＼ます。   

少しずつ育児にもなれ、おかあさんとお子さんのペースが出来てきた頃ではないでしょうれ△△市では保  

健師、保育士または母子保健推進員が、皆さんが元気で楽しく子育てできるようお手伝いしたいと思っていま  

訪問日  平成 年 月  日  

（  か月   日）  

訪問担当者  

健康センター 提出  

弟 皆さんが今思っていることなど気軽にお聞かせください。  

おかあさん  赤ちゃん  
住所   4△市  の  

年 月 日   

氏名   母  赤ちやん  電話番号  核家族・  

世帯主  複合家族   

※ 特待催しい嗣さ必苧卸】手せん。続開して僻した甘‥思ったと訊両の即喘に○をつ什、   
モの他．気づいた事を記入して下±い。   

さく笑う赤ちゃん  

赤  

ち  

ん  ・i掛切l   の  

様 子  ：諾 

・記紀う  ・窯族（た醜）の肋桝い様子  

〕  

お                ・疲れている様子  ・紛んぢで協力して育児起している様子  

か あ  ・ほとんと法をしてくれ切l  

さ  
ん   

訪  

問 状  
‥…誌僻てを見酬l 〕  

・句乳だ什で足りている加む配  

l  

況  
・ オムlγか8iれや頗・からだのf掛t治らぢい  

雪   

と  同 な        ‥苧 
経過 （必要・不必要）  

・i脚ひといので討てあげて博しい  

〕  

「  

■モの他〔  後   
4か月健診でみてほしいこと   

〕  

訪  

間  
未  ）  

実  

施   その他（  ）   

健康セ  ・不要   

ター経過■必要…訪問（姻電削  服そ咄（ ’ 

担当チェックロ  

1 おかあさんと赤らやんは1か月健診を受けられましたか  

おかあさん：受けた 受けない 赤らやん：受けた 受けない  

1か月健診で気になることはありました力＼  

お力＼あさんこはい いいえ  赤ちゃん：はい いいえ  

（  ） （  

2 産後健診以外で病院に行きましたか（赤ちゃん、おかあさん）  

いいえ はい（  

3 おかあさんの本の喜局子はどうですか  

よい ふつう よくない（  

4 おかあさんは寝不足ですか  

はい いいえ  

起床：午前      京礪：午後  

5 おかあさんは食欲がありますか  

ある ない  

6 赤ちゃんの紫雲はどのようにしておられますか  

母乳のみ 混合 ミルクのみ  

7 赤らやんと過こしていてたのし人1ですか   

はい  どららともいえない  楽しくない（  

8 仕事はどうしておられますか  

育休中・妊娠を機に退職・主婦・1年以内に就職予定・その也（  ）   

9 退院後どのように過ごされましたか  

菓帰りしていた（ か月） 母・義母が手伝いにきて＜れた（ ）  

その他（  

10 天や家族は育児に協力的ですか  

いいえ はい（どなた   

11子育てについて心配なこと▼相談したいこと囲難なことがありますか  

〔  

このアンケートは、△△市の母子保建・児童福祉事業以外では使用いたしません。  
ご記入いただきありがとうございまし7㌔  △△市  



こんにらは赤らやん事業研修会 （母子保健推進員） 資料⑤  

こんにちは赤ちゃん事業研修会   

l．目  的：こんにちは赤ちやん事業の目的、目標の共通認識を図り、訪問を具体化し、基本的な訪問技術を身につける。  

2．目  標・（Dこんにらは赤ちゃん事業の目的、目標の共通認識を図る．  
（参養育者との閑1系づくりに必要な基本姿勢、対応方法を習得する。  
（∋子育て支援資源の再確認を行い訪問に生かす。  

3 対象者：母子保健推進員（養成誹座修了者含む） 63名 ＋ 予備日11孝，（1月22日現在）  

4．会  場：保健所6階大会議箋  
5．実應汗川寺：1回目一lⅠ20．2．7（木）9：30～12．00 ＜予備日＞ 2．20（水） 9・30～12■00  

2回目－ⅠⅠ20．214（木）9：30～12：00 ＜予備日＞ 2．20（水）13：30～16■00  

2回目（実践編）  

峠胴  内 容   形態・！媒 体   

9：30・－9：40  10分  lオリエンテーション   ブロックに分かれ  
る  
2人組   

9：40一〉10：10  30分   
2．家庭訪問の手順、留意事項  

●電話による事前連絡  
（自己紹介、訪問日の調整、キャンセル時の連絡先等）  

●訪問先の住所を地図で確認  
●訪問時必要物品の準備  
●言方間時の流れ  

●留意節項   

10：10一－11：20  70分  3．ビデオ視聴（言方間の実際）  

ロールフけレイの実際  
途中休憩10分  休憩  

LO分   2人組みで実践練習  
含む   （D電話による琳前述終  

②紡聞  

・実習後、受講生の前で発表  

・意見交換   

11：20～11：40  20分  4．訪問記録について  

11：40－、－11：55  15分  5．質疑応答  

まとめ  

l回目（総論編）  司会：藤本  

時Iif】  
内 容   形像・媒体   

9：30一｝9：40  10分  1．オリエンテーション   終日講義形式  

2．あいさつ   目的、期待される効果等   

9：40～10二00  20分  3．こんにちは赤ちゃん事業に伴う連絡事項   資料  
●調薬の流れ  

・周知方法  
・実施の時期  
・打ち合わせ会の日程、内容  
・各組卦掛こついて  

●ブロック内での調整について  
委託契約、委託料の支払い、保険等について   

10：00←－10：30  30分  4．家庭訪問の心得   資料  

●目的  

・養育者の訴えにじっくり耳を傾け話を轢く  
・子育て支援サービスの情報環状  

●訪問時の接遇について  

・個人の価値観、子育て観をおしつけない  
●コミュニケーション技法について  

●個人情報保誠について  
●感染l妨止対策について   

10二30一、－10：40  10分  休憩  

10：40一－11：20  40分   資料  
5．子育て支援に儲けるサービス、社会資源について  
●◎◎前のサービス  

・子育て支援相談室の事業説明  
・虐待発生予防のための視点  

虐待のリスクを鱒つ家庭の発見   

11こ20一－11二45  25分  ●出産後の手続き   資料  

・児童手当  
・乳幼児医療費助成  
t出産育児一時金  

●（塾◎前提健所の保腱サービス  
・赤ちゃんセット等  

●地域の社会資源について  

・保育園  
・地域子育て支援センター  
・ファミリーサポートセンター等   

1145′－12：00  15分   
質疑応答  
裾司のお知らせ  



こんにらは赤ちゃん訪問者養成講座プログラム （市町村推薦者） 資料⑥  

こんにちは赤ちやん訪問者養成講座プログラム  

1目的  

乳児を持っ子育中の家庭を訪問実施することで、育児の孤立化防止及び育児不安の軽減を図る。  

また、地域の情報を提供する事により、地域での子育て支援を図る。  

更に、サービスに必要な諸制度等を習得するとともに、基本的な訪問技術を身につける。   

2 対象者  

こんにちは赤ちやん訪問事業の実施者で市町村よりの推薦者   

3 初回研修プログラム（2日間）  

日 時   内  容  

1日目  9：45  

10：00   

2008／4／21（月）  11：00  

（社会資源等を含む）  

12：00  昼食  

13：00   

14：00  
一面接に入る前に－  

グルーフワーク  

～16：00   

2日目  10：00  

12：00  昼食  

2008／4／22（火）  13：00   

14：00  
一面接技法について－  

ロールプレイ  

グループワーク  

全体の質疑応答  

16：00  

16：30   

4 フォロー研修（訪問実施後）  

目 時   内  
容  

3日目   10：30  情報交換（訪問実践してのケース支援）  

（予定）  グルーフワーク  

2008／7／25（金）  12：00  昼食  

13：00  

グルーフワーク  

15：30  

～16：00  

－7－   



厚生労働省 支援の必要性を判断する指標例他 （様式1様式2 様式3） 資料⑦  

参考【茎ヨ：児支壬菱家庭言方問事業フ⊂コー【≡茎】（一「メ一三フ）   

1．一定の指標を用いて、養育支援の必要の可能性があると思われる家庭を様々な関係機関を通じて把握する  

子育て家庭と接点のある市町  

村窓口（様式1参照）  

把握可能な担当窓口例：  

● 児童扶養手当の申請窓口  

● 保育所の入所申請窓口  

● 乳幼児医療申請窓口  

● 生活保護申請窓口  

● 転入受付窓口  

市町村保健センター等  

母子保健事業において、  

子育て家庭と4妾点がある  

事業例：  

● 新生児訪問  

● 乳幼児健診  

● 乳幼児健診未受診者  

児童相談所・保健所  

子育て家庭と接点がある事業例：  

● 児童相談所の各種養育相談  

● 保健所の  

未熟児養育医療  

育成医療  

小児慢性特定疾患   

関係機関例  

● 医療機関  

● 民生児童委員  

● 電話相談  

● 保育所  

● 地域子育て支援  

センター  

2・中核となる機関（以下中核機関）を定め、当該中核機関は、訪問や関係機関からの情報等により、養育支援の  

必要の可能性があると思われる家庭に関する情報収集を実施する（様式2参照）  

＊より的確な判断のためには、保健・福祉等の専門職が訪問することが望ましい  

＊上記1の情報で訪問支援を要する蓋然性が高いと判断された場合、訪問支援のためのアセスメント等に必要な家   

庭の養育状況を把握する目的の初回訪問も、本事業に基づき実施するものとして差し支えない  

ー
ー
ー
ー
・
－
・
－
－
－
I
 
・
▼
 
 

既存の一般子育て支援サービスの紹介だけでなく  

訪問支援の必要性があると考えられる場合  紹介することで対応できる場合  

】般子育て支援サービス等による継続的  

支援  

例）  

・保育所入所  

・一時保育  

・特定保育  

・ショートステイ  

・トワイライトステイ  

■ 病後児保育  

・つどいの広場▲  

・育児等健康支援  

・乳幼児健診  

・ファミリーサポート  

・訪問看護  

・NPOによる子育てサービス 等  

・その他障害児施策  等  

5－2．訪問支援を終了し、既存の一般子育て支援  

サービスを紹介することで対応できると中   

核機関が判断した場合  

5－1．訪問支援の継続の必要性があると  

中核機関が判断した蕩合  

＃育児支援家庭訪問事業を実施する市町村にあっては、要保護児童対策地域協議会（以下協議会）を設置し、   

関係各機関は協議会に加入し、情報共有の円滑化を図ることが原則。その場合、本事業の中核機関は協議   

会の調整機関が行い、情報の一元管理を行うことで事業の効果的な運用を行うことを想定している  

ー8－   



様式1  

［NO．］子育て家庭に接点のある行政窓口において意識してほしい  
養育支援が必要となりやすい要素の例  

Ⅰ．来所家庭基本情報   
1）情報提供窓口：  内線：  担当者名：  

2）窓口来所理由：  

3）養育者住所：  
電話番号：  

4）養育者氏名：  生年月日  

子どもから見た続柄：母・父・継母・継父・その他  

5）来所時同伴者：こども あり・なし  配偶者 あり・なし  祖父母 あり■なし  

6）子どもの所属機関：あり（  ）保育園■幼稚園等・その他（  ）・なし  

Ⅱ．養育支援が必要となりやすい要素  

項  目  該当あり   備考   

口  極端にやせている、又は極端に太っている  

子  

も  
ど   

の  

状  

観   
察  

項  7  その他（  ）  

目  
8  極端に暗い（沈んだ様子）  

育  

者  

の   

状 況  
13  その他（  ）  

＊  

日 ■■  
14  養育者の年齢 父親・母親いずれかが10代  

類  
15  ひとり親  

上   

把   

握 さ  

れ た  

項  20   
目   その他（  ）  

＊この項目に関しては、上記観察項目に該当する情報がある場合において、併せて情報提供を行う  

＊『養育支援の必要となりやすい要素』の例示はあくまでも情報の断片であり、仮にこれらの要素を有し  

ていたとしても、直ちに養育支援が必要な家庭であると判断することはできない。  

＃下記の  ように明らかに虐待の疑いがある場合は、福祉事務所または児童相詔   
項目   虐待の内容   

外傷：打撲傷、あざ（内出血）、骨折、頭部外傷、刺傷、火傷等 暴行：首を絞める、  
身体的虐待      殴る．、蹴る、投げ落とす、熱湯をかける、溺れさせる等   

子どもへの性交、性的暴行、性的行為の強要・教唆、性器や性交を見せる、ポルノ  
性的虐待     グラフイーの被写体などに子どもを強要する   

家に閉じこめる、医療ネグレクト、乳幼児を残したまま外出する、車に放置する、子  
ネグレクト     どもにとって必要な情緒的欲求に応えていない、食事・衣服・住居などが極端に不  

適切で、健康状態を損なうほどの無関心・怠慢   

言葉による脅かし、脅迫、無視、拒否的態度、他のきょうだいとは著しく差別的な扱  
心理的虐待     いをする   

－9－   




